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本日ここに、平成２７年６月横芝光町議会定例会をお願い申し上げまし

たところ、議員各位には、時節柄ご多用にもかかわらず、ご出席をいただ

き誠にありがとうございます。 

また、平素より、町の各種事業の推進に当たり、格別なるご高配とご協

力を賜り厚くお礼申し上げます。 

本定例会は、新議員の皆様をお迎えし、新たなスタートとなる議会でご

ざいます。５月臨時会におきまして、議会の新体制が発足したところでご

ざいますが、ここで改めまして議長に就任されました鈴木唯夫議員並びに

副議長に就任されました川島仁議員に対しましてお祝い申し上げます。 

お二人には町議会を代表して多方面にわたり、ご尽力いただくことにな

りますので、健康には十分ご留意されまして、円滑な議会運営と当町の発

展のため、ますますご活躍されますことを心からご祈念申しあげます。 

さて、当町におきましては、来年３月２７日に誕生１０周年の節目を迎

えます。 

そこで、横芝光町誕生１０周年を町民の皆様をはじめ関係する多くの皆

様と共にお祝し、町のさらなる発展と輝かしい未来を切り開くため、平成

２８年度に記念事業を実施すべく、検討を始めたところであります。  

現在、町創生のための総合戦略の策定や健全財政を堅持するため、事務

事業の再構築につきましても、庁内一丸となって全力で取り組んでいると

ころでございますので、議員各位におかれましては、さらなるご指導・ご

協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

それでは、議会開会に当たり、現在の町の動き等諸般のご報告を申し上

げます。 

はじめに、５月末日をもって出納を閉鎖いたしました平成２６年度の各

会計の現時点での決算概要について、ご報告申し上げます。 

【一般会計】 

はじめに、一般会計の決算見込みについてでありますが、歳入総額は１

０９億４，１９７万円、歳出総額は１０５億５，８１７万円で、形式収支

では３億８，３８０万円の黒字となる見込みです。このうち、繰越明許費

として翌年度への繰越財源２，０２２万円を差し引いた３億６，３５８万

円が実質的な剰余金として翌年度への繰越金となると見込んでいます。な

お、繰越金は、平成２７年度当初予算で７，９２１万円を計上し、本議会

に提案させていだだきました６月補正予算で１，８３１万円を計上してお

りますので、残りの２億６，６０６万円ほどが今後の補正予算の財源とし
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て活用できるものと考えております。 

また、平成２６年度の町債借入額は、合併特例債と臨時財政対策債を中

心に１１億９，０３０万円の借り入れを行い、２６年度末の町債残高は１

２２億１，６１３万円となる見込みです。一方、一般会計に属する基金残

高は３６億６，９９７万円となる見込みで、主なものは財政調整基金２４

億５，９０７万円、地域振興基金３億３，５０７万円、平成２６年度末に

学校施設等整備基金と教育振興基金を統合しました公共施設総合管理基金

が３億２，２７６万円となっています。 

【国民健康保険特別会計】  

続いて、国民健康保険特別会計についてでありますが、歳入総額が３５

億９，５２０万円、歳出総額は３４億９，８２０万円の見込みで、形式収

支では９，７００万円の黒字となりますが、前年度繰越金などを差し引い

た実質単年度収支では、依然として赤字の見込みであります。 

歳入においては、国保税収入は、低所得者に対する負担軽減額の拡大と

被保険者数の減少等により減額となるほか前年度繰越金が減収となりまし

たが、医療費の伸びなどに伴い国庫支出金、前期高齢者交付金、共同事業

拠出金等がそれぞれ増収となります。また、年度末に歳入不足が想定され

たことから３月補正により法定外繰入金を５，０００万円予算化したこと

や国の特別調整交付金である「特々調」を３，６００万円獲得できたこと

から歳入全体では、前年度とほぼ同額となっております。 

一方、歳出についてでありますが国保会計の約３分の２を占める保険給

付費の総額は、２２億１，２００万円で、被保険者数の減少傾向が続いて

おりますが前年度と比較しますと額で２，２９０万円、率で１．０パーセ

ントの増額となる見込みとなるほか、共同事業拠出金などの支出が増えて

おりますが、後期高齢者支援金、介護給付費等が減額となり歳出全体では、

歳入同様に前年度とほぼ同額となっております。 

平成２７年度におきましても、高齢者医療に係る支出の増加などにより

まして、国保財政は、極めて厳しい財政状況となっておりますので、国保

税の収納対策をはじめ、医療費の動向を的確に把握した医療費抑制対策を

着実に推進し、国保財政の健全で安定的な運営に向け努力してまいる所存

でありますので、議員各位には、格別のご理解・ご指導を賜りますようよ

ろしくお願い申し上げます。 

【後期高齢者医療特別会計】  

次に、後期高齢者医療特別会計についてでありますが、歳入総額は２億
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２，３９０万円、歳出総額は２億２，１３０万円で、形式収支は２６０万

円程度を見込んでいます。 

歳入のうち、主なものとして後期高齢者医療保険料については、軽減措

置と保険料の激変緩和策を前年度に引き続き講じた結果、収納率は、年金

天引きによる特別徴収と口座振替や窓口納付による普通徴収を合わせて全

体で９８．１パーセントになる見込みで、前年度と比較しますと３５０万

円増収の１億４,５８０万円の収入見通しとなっております。 

このほか、一般会計からの繰入金として、事務費繰入金と保険料軽減分

の公費補てんである保険基盤安定繰入金の合計で前年度と比較しますと２

３０万円増収の６,９６０万円が見込まれます。 

一方、歳出の９５．３パーセントを占める広域連合納付金は、前年度と

比較しますと６９０万円増額の２億１，０９０万円となる見込みでありま

す。 

後期高齢者に係る医療費は、平成２０年度に制度が発足して以来、毎年、

右肩上がりで増え続けており、この傾向は、今後も続くものと予測されま

すので、町としては、広域連合をはじめ関係部局と連携をとりながら高齢

者の健康づくり事業を引続き積極的に推進し、医療費の抑制につなげてま

いりたいと考えております。 

【介護保険特別会計】  

続いて、介護保険特別会計についてでありますが、歳入総額が２０億６，

２３４万円、歳出総額は１９億２９９万円で、形式収支では１億５，９３

５万円程度が、平成２７年度へ繰越しとなる見込みであります。 

歳入では、自主財源である介護保険料の収入額が、３億９，７０１万円

で、徴収率は９５．２パーセントとなり、また、国をはじめとする公費負

担は、１２億５，６０３万円で前年度と比較して３,９８８万円の増額とな

り、率で３．３パーセントの増となります。 

一般会計繰入金は３億１，５７１万円で、前年度と比較して８８１万円

の増額となり、率で２．９パーセントの増となる見込みであります。 

一方、歳出の大宗をなす介護保険給付費は、１７億６，８８６万円で、

前年度と比較して２，５０５万円、率で１．４パーセントの伸びとなる見

込みであります。 

今後も高齢者人口及び要介護認定者の増加、介護サービスの多様化に伴

い給付費の増加が見込まれますが、介護予防事業を効果的に推進し、介護

認定者数及び給付費の抑制に努めてまいります。 
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【農業集落排水事業特別会計】  

次に、農業集落排水事業特別会計についてでありますが、歳入総額は５，

８１５万円、歳出総額は５，６５２万円で、形式収支では１６３万円程度

の黒字となる見込みであり、平成２６年度の施設維持管理経費は、使用料

収入で賄えております。 

電気料金の高騰等により、経常経費の増額がありますが、今後も引き続

き維持管理費の軽減と宅内接続工事の推進について普及啓発を図り、利用

率の向上に努めたいと考えております。 

【食肉センター特別会計】  

続いて、東陽食肉センター特別会計についてでありますが、歳入総額は

２億６，２７４万円、歳出総額は２億２，０７５万円で、形式収支では、

４，１９９万円程度の黒字となる見込みであります。 

また、問屋１社の破産による未収金が１５７万円ほどありましたが、破

産管財人から本年５月２８日に１１７万円ほどの配当を受けることができ

ました。 

と畜頭数は、豚は対前年比８，５３５頭減の１６万１２２頭となりまし

たが、この原因は、豚流行性下痢（ＰＥＤ）の流行と問屋１社の破産によ

る影響であります。 

牛は、対前年比１２５頭増の４，１８１頭となりました。 

【東陽病院事業会計】  

次に、東陽病院事業会計についてでありますが、患者数につきましては、

入院が延べ２万９８４人で、病床利用率は５７．５パーセントでありまし

た。また、外来は延べ４万１，２８３人で、前年度と比較すると外科の患

者数が大幅に増となったことから、入院は増加しておりますが、外来は内

科・脳神経外科医師の退職等の影響により減少する結果となりました。 

続いて、収支状況についてでありますが、病院運営に係る収益的収入は

１３億３２６万円で、収益的支出は１２億７，００２万円であり、収支差

し引きでは３，３２４万円の黒字となりました。次に、資本的収入は１億

２，４７４万円で、医療機器購入等を主とした資本的支出は２億２１９万

円となり、収支差し引きで不足する７，７４５万円は留保資金で補填する

ことといたしました。 

平成２６年度は、入院患者数、手術件数の増加により医業収益が増収と

なり、一般会計からの繰り入れも減少していることから、経営的にも上向

いてきていると思われます。 
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今後も財政的な負担軽減を図りながら、町民の皆様に親しまれる病院運

営が出来るよう改善を進めてまいりたいと考えておりますので、議員各位

には、ご理解、ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。 

以上、平成２６年度の各会計の決算見込みにつきまして、現時点での概

要を申し述べさせていただきました。 

続きまして、平成２７年度の主な事業のうち、本議会で改めてご報告申

し上げる必要のある事業等について、述べさせていただきます。 

【企画財政課】  

はじめに、３月議会定例会の施政方針で、わが町の創生に対する私の決

意を申し上げたところでございますが、本年１０月を目途に「横芝光町ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定するにあたり、全庁的な取組体制

を構築するため、本年４月に私を本部長とし、副町長、教育長を副本部長

に、理事、課長職を本部員とする「まち・ひと・しごと創生推進本部」を

設置いたしました。この推進本部の下部組織として、関係各課で構成する

専門部会、さらには若手職員５０人によるワーキングチームも合わせて設

置したところでございます。このワーキングチームは、雇用創造、移住定

住促進、出会い結婚出産、地域づくり、観光振興の５つのチームに分かれ、

鈴木雅之シティマネージャーにも参加いただき、従来型の発想にとらわれ

ずに、当町の創生につながる事業の創案に知恵を出し合ってもらっている

ところであります。 

また、町民の代表や産業界、教育機関、金融機関、メディア等幅広い分

野の方々５０人ほどで構成する「横芝光町まち・ひと・しごと創生会議」

を設置し、今月下旬に１回目の会議を開催する予定でおりますが、この創

生会議でいただいたご意見を参考とさせていただきながら、効果的な総合

戦略を策定し、着実に実施してまいりますとともに、実施した施策・事業

の効果を検証し、必要に応じて総合戦略を改定するというＰＤＣＡサイク

ル、計画、実施、評価、改善を継続的に行ってまいります。 

総合戦略の効果検証に際しましては、行政の中だけで行うのではなく、

創生会議にも参画いただき、客観的な立場からご意見をいただければと考

えております。 

【環境防災課】  

続いて、環境関係事業についてでありますが、５月３１日の日曜日に行

いました「町内一日清掃」は、大変多くの町民の皆様にご協力をいただき

無事に実施することができました。 
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ポイ捨てゴミや不法投棄物が回収され、町内の環境美化推進が図れたも

のと認識しております。 

また、６月１４日の日曜日には「栗山川周辺環境ボランティア」活動と

して、町民の皆様や各種団体のご参加をいただき、堤防の草刈作業やポイ

捨てゴミの回収作業を予定しております。 

今後も「栗山川」をはじめ、町内の環境美化を図るため、町民の皆様と

共に協働のまちづくりを推進してまいりたいと考えておりますので、ご理

解・ご協力をお願い申し上げます。 

【産業振興課】  

次に、商工観光関係事業についてでありますが、産直交流施設事業につ

きましては、昨年度、検討委員会において協議を重ね、たくさんのご意見

やご提言をいただき、基本調査報告書がまとまったところでございます。

ご尽力いただきました委員の皆様に心より感謝申し上げます。  

基本調査報告では、町内６か所の候補地に対する比較評価の結果、整備

候補地として、投資規模が他候補地に比べ少なく、集客施設の集積状況や

交通の利便性、安全性など総合的に優れている｢ふれあい坂田池公園｣の北

端部付近が最もふさわしい場所であると評価されました。 

今後は、町民の皆様からご意見を伺う予定としております。 

また、事業化に向け基本計画業務委託料に係る所要の補正予算を本議会

に提案させていただきましたので、よろしくお願い申し上げます。 

続いて、プレミアム付商品券発行事業につきましては、地域活性化・地

域住民生活等緊急支援交付金を活用し、商工会の協力のもと販売準備を進

めております。 

販売につきましては、プレミアム分３千円を含む 1 セット 1 万３千円分

の商品券を１万円で販売し、販売数は１万４千セットを予定しております。

対象は町内の世帯で、一世帯当たり２セットまでの購入を限度としていま

す。 

また、平成９年４月２日以降に生まれた子供を３人以上養育されている

保護者の方には、１万３千円分の商品券を支給いたします。 

販売日は 7 月５日、９日、１２日で、町民会館と文化会館にて同時に販

売を開始し、売り切れ次第終了となります。 

この事業では、1 億８，６５５万円の消費が見込まれますが、販売時に

は混雑が予想されますので、事故の無いよう万全な安全体制を取ると共に、

早期の消費喚起に努めてまいります。 
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次に、６月２８日の日曜日に「海岸クリーン大作戦」として海岸清掃を

予定しております。木戸浜海岸と屋形海岸は貴重な観光資源であり、海水

浴シーズン前に町民の皆様、関係団体、そして、町内事業所にご参加いた

だけるよう呼びかけ、協働での環境美化推進に努め、来遊客が気持よく楽

しんで頂けるようおもてなしの精神で取り組んでおりますので、ご協力い

ただけますようお願い申し上げます。 

また、海水浴場の開設でありますが、両海岸の海流調査を４月から５月

にかけて３回実施した結果、木戸浜海岸につきましては、浸食状況が若干

改善している傾向にはありますが、波打ち際は急に深くなっており、海水

浴場としては危険であるため、不適当との調査報告を受けましたので、非

常に残念ではありますが、開設を断念いたしました。  

なお、屋形海岸につきましては７月１８日の土曜日から８月２３日の日

曜日までの３７日間、海水浴場を開設する予定としております。 

【福祉課】 

続いて、福祉関係事業についてでありますが、昨年度に支給されました

臨時福祉給付金及び子育て世帯臨時福祉給付金につきましては、本年度も

支給されることとなりましたので、８月からの申請受付開始に向け準備を

進めております。 

なお、給付費等に係る所要の補正予算を本議会に提案させていただきま

したので、よろしくお願い申し上げます。 

【健康管理課】  

次に、健康診査事業についてでありますが、がん検診の推進として、昨

年度に引き続き、子宮頸がん、乳がん検診の対象となりながらも受診され

なかった方々に対するコール・リコールとしての個別勧奨を継続します。 

また、平成２７年度国のがん対策の総合的かつ計画的な推進により、新

たなステージに入ったがん検診の総合支援事業として子宮頸がん検診の２

０歳と、乳がん検診の４０歳に対して無料クーポン券を発行し、検診の個

別勧奨を実施するため、所要の補正予算を本議会に提案させていただきま

したので、よろしくお願い申し上げます。 

【食肉センター】  

続いて、東陽食肉センター関係事業についてでありますが、議員各位に

は、先月３０日に開催しました平成２７年度獣魂祭において、ご多忙の中

ご臨席を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、昨年流行を見せたＰＥＤでありますが、本年５月末現在、沈静化



8 

 

に至っていない農場が県内１１農場あるものの、新たな発生も少なく昨年

と比較しますと落ち着いてきているものと考えています。しかし、油断は

禁物ですので、今後も昨年度と同様、衛生対策に力を入れていく所存であ

ります。 

以上、各会計の決算見込み並びに現在の各種事業の進捗状況等について、

申し述べさせていただきました。 

議員各位には、今後とも、更なるご指導・ご協力を賜りますようお願い

申し上げ、諸般の報告といたします。 

 

 

 


